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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：フィブロネクチンへの細胞接着初期段階における細胞伸展の開始を遅らせる。PC12細胞からのカルシウム依存性エキソサイトーシスにも関与する。,PTM：EGFおよびインテグリンリガンドへの細胞接着に応答してチロシンリン酸化される。,類似性：p140Capファミリーに属する。,細胞内局在：核周縁領域、ラメロポディア、皮質アクチン、およびアクチンストレスファイバーに局在するが、接着斑には局在しない。,サブユニット：SNAP25のN末端コイルドコイル領域と相互作用する（類似性による）。C末端ドメインを介してBCAR1/p130Casと相互作用する。,機能：フィブロネクチンへの細胞接着初期段階における細胞伸展の開始を遅らせる。 PC12細胞からのカルシウム依存性エキソサイトーシスにも関与する。,PTM：EGFおよびインテグリンリガンドへの細胞接着に応答してチロシンリン酸化される。,類似性：p140Capファミリーに属する。,細胞内局在：核周縁部、ラメロポディア、皮質アクチン、およびアクチンストレスファイバーに局在するが、接着斑には局在しない。,サブユニット：SNAP25のN末端コイルドコイル領域と相互作用する（類似性による）。C末端ドメインを介してBCAR1/p130Casと相互作用する。,
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	p140Capポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	p140Capポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

